




はじめに

　本市は、富士山からの豊かな地下水等を利用して、古く

から紙のまちとして発展し、田子の浦港の築造や東名高速

道路の開通などを契機に、輸送機械や化学工業、薬品等の

企業が進出し、県内有数のものづくりのまちとして、地域

経済の発展に重要な役割を果しております。

　しかしながら、少子高齢化の進行に伴う経済規模の縮小

や産業構造の変革、新興工業国との競争は、本市にも大き

な影響をもたらしております。今後も持続的なものづくり

のまちであるためには、新産業の創出や高付加価値の製品

開発等による足腰の強い産業構造の構築が強く求められます。

　このような中、本市では植物由来で環境にやさしく、本市の基幹産業である紙・パルプ

産業とも関連の深い新素材であるセルロースナノファイバー（CNF）に着目し、その実用

化促進に向けた取組を展開してまいりました。

　CNFの研究開発は急速なスピードで進んでおりますが、価格や用途開発等を含め、今後

の動向に不透明な部分も多く、その活用について、二の足を踏んでいる事業者も多いので

はないでしょうか。

　このような状況において、行政は事業者に取組のすべてを委ねるのではなく、積極的に

支援することが重要であると考えております。

　この考えのもと、本市産業の活性化、ひいては持続可能な社会の形成に向けて、これま

での取組を飛躍させ、CNF関連産業の集積を図るため、「CNFでつながり ひろがる ものづ

くりのまち ふじ」を目指す将来像とする「富士市CNF関連産業推進構想」を策定いたしま

した。

　推進構想に基づき、CNFの普及啓発や用途開発を加速化するための諸施策を展開いたし

ますが、「CNFでつながり ひろがる ものづくりのまち ふじ」の実現は、行政のみで成し遂

げられるものではなく、事業者や大学等の高等教育機関、産業支援機関、他地域のCNF推

進機関等との幅広い連携が不可欠となります。

　推進構想の着実な実行にあたり、多くの関係者の皆様のご理解とご協力をお願いすると

ともに、推進構想の策定にあたり貴重なご意見・ご提言を賜りました策定会議の委員の皆

様に感謝申し上げます。

　平成３１年３月

 富士市長　小長井　義正
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